
取付説明書

1

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。 
●正しく施工、組付けをしていただくために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。 
●施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しください。 
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1．基本寸法図
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■梱包明細書

名          称 
両錠 
員　数 

片錠 

 
 
 
 キー 3 3 
 ヒンジ取付ボルト  M8×30フランジ 8 4 
 ヒンジカバー取付ネジ  M4×20ナベ 4 2 
 落し棒取付ベース取付ネジ  M5×10ナベ 2 ー 
 シリンダー付き落し棒本体取付ネジ  M4×8サラ 4 ー 
 戸当り板取付ネジ  M5×16サラ 3 3 
 錠本体取付ネジ  M4×12サラ 2 2 
 錠受け取付ネジ  M4×12サラ 2 ー 
 サムターンつまみ取付ネジ  M3×20ナベ 1 1 
 取付説明書 1 1 
 取扱説明書 1 1

名          称 
両錠 
員　数 

片錠 

 
 
 
 両錠本体 1 ー 
 片錠本体 ー 1 
 シリンダー付き落し棒本体 1 ー 
 落し棒取付ベース 1 ー 
 落し棒受け 1 ー 
 戸当り板 1 1 
 ヒンジA（上） 2 1 
  
  
ヒンジB 4 2 
 ヒンジカバー 4 2 
 ヒンジキャップ 4 2 
 サムターンつまみ 1 1

寸法表（アルミ門柱） 

  A B L1 L2
 VMWA-14 設定門扉 340 1000 1560 ー 
 VMWA-16 設定門扉 340 1200 1760 ー 
 VLSA-14  A, B, C, D, E（右または左）設定門扉 340 1000 1560 1560 
 VLSA-14  F, G（右または左）設定門扉 340 1000 1560 1760 
 VLSA-16  A, B, C（右または左）設定門扉 340 1200 1760 1760 
 VLSA-16  D（右または左）設定門扉 340 1200 1760 1960

片
開
き

両
開
き

2W＋53
2W＋57

5

9090

W

A
B

Ｌ１
（
柱
キ
ャ
ッ
プ
を
含
む
） 

ＶＬＳA仕様
（本図は右勝手） 

ＶＭＷA仕様

G.L. G.L.

W＋29
W＋31

5

W

A
B

Ｌ１
（
柱
キ
ャ
ッ
プ
を
含
む
） 

Ｌ
2（
柱
キ
ャ
ッ
プ
を
含
む
） 

片錠受け 
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ヒンジA（下）抜け止めネジ 
φ6-Ｍ4×8特サラ付 
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寸法（mm） 
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2．勝手変更

フロントカバー 

ラッチ 

錠本体 

錠本体取付ネジ 
M4×12サラ 

右勝手 

左勝手 

右勝手 

左勝手 

右勝手 

左勝手 

両 開 き 片 開 き

内
開
き

外
開
き

錠本体 

錠本体 

錠本体 

錠本体 

戸当り 

戸当り 

戸当り 

戸当り 

戸当り 

錠本体 

錠本体 

戸当り 

1

2

錠本体取付ネジ（M4×12サラ）をゆるめ、フロ
ントカバーをはずしてラッチを手で回して向きを
変えてください。 
 
向きを変え終りましたら、再びフロントカバーを
取付けてください。 

家　側

道路側

家　側

道路側

家　側

道路側

家　側

道路側

家　側

道路側

家　側

道路側
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3．ヒンジの取付け

ヒンジB

フランジ付六角ボルト 
M8×30

ヒンジキャップ 

ヒンジA

抜け止めネジ 
φ6-M4×8特サラ 

抜け止めネジ 
φ6-M4×8特サラ 

ヒンジカバー取付ネジ 
M4×20ナベ 

ヒンジカバー 

ヒンジ（下） 

ヒンジ（上） 

5

6

門扉をあけ、ヒンジ（下）の抜け止めネジ
を締めてください。 
 
 
ヒンジカバーを取付けてください。 

2

3

4

ヒンジキャップをはめてください。 
 
 
ヒンジ（下）の抜け止めネジをゆるめてく
ださい。 
 
 
ヒンジを（下）、（上）の順に調整金具のシ
ャフトに差込んでください。 

1門扉の溝に合わせヒンジAとヒンジBで挟み、
フランジ付ボルト（M8×30）で固定して
ください。 

● 抜け止めネジのネジ穴のあるヒンジが下
にくるようにします。 

＜注  意＞

内開き

ヒンジ 

外開き

ヒンジ 

家
　
側

家
　
側
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4．戸当りの取付け

5．錠本体の取付け

戸当り 

戸当り板取付ネジ 
M5×16サラ 

5-1 掛け側扉（片・両開き共通）

家　
側

道路
側

シリンダー座 

キー 
外ハンドル 

外ハンドル座 

フロントカバー 

錠本体 

錠本体取付ネジ 
M4×12サラ 

※図のラッチは、右勝手内開き時の状態です。 

内ハンドル 

サムターンつまみ取付ネジ 
M3×20ナベ 

ハンドル固定ネジ 

サムターンつまみ 
（※必要に応じて取付けてください。） 

シリンダー座取付ネジ 
M4×25サラ 

コインサムターン 

サムターン座 

1

2

錠本体を本体取付けネジ（M4×12サラ）2本で、掛け側扉に取付けてください。また、受け側扉に錠受けを錠受け取付ネジ（M4×12
サラ）で取付けてください。 
道路側よりシリンダー座を差込み、家側より内部サムターン座をあて、シリンダー取付ネジ（M4×25サラ）で取付けてください。 

● キーを抜いた状態で取付けてください。 
＜注  意＞

ハンドル座取付ネジ 
M4×25サラ 

内ハンドル座 
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5-2 受け側扉（両開き時） 

1

2

3

道路側よりシリンダー座を差込み、家側より内部目隠し座をあて、目隠し座取付ネジ（M4×25サラ）で取付けてください。 
道路側より外ハンドル座を差込み、家側より内ハンドル座をあて、ハンドル座取付ネジ（M4×25サラ）で取付けてください。 
掛け側扉に外ハンドル、受け側扉に固定ハンドルを道路側より外ハンドル座まで差込み、家側より内ハンドルを取付け、ハンドル固定
ネジ（M3止めネジ）で固定してください。 

固定外ハンドル 

外ハンドル座 

ハンドル固定ネジ 

錠受け 

錠受け取付ネジ 
M4×12サラ 

内ハンドル座 

固定内ハンドル 

目隠し座取付ネジ 
M4×25サラ 

内部目隠し座 

ハンドル座取付ネジ 
M4×25サラ 

家　
側 

道路
側 

外部目隠し座 

シリンダー座 

5-3 受け柱（片開き時） 

道路側 

家　側 

※図は、右勝手の場合です。 

受け柱 片錠受け 
（門柱セットに同梱されています。） 
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6．落し棒の取付け

道路側

1

● 

落し棒取付ベースを、門扉に落し棒取付ベー
ス取付ネジ（M5×10ナベ）2本で取付けてくだ
さい。 

2シリンダー落し棒本体を落し棒取付ベースに
あてがい、シリンダー付落し棒本体取付ネジ（M4
×8サラ）で取付けてください。 

落し棒取付ベース下面と門扉下面が同じ位
置になるように取付けてください。 

＜注  意＞

● 落し棒は両開き仕様にのみ取付きます。 
＜注  意＞

エマージェンシー 

操作ボタン 

シリンダー付 
落し棒本体 

 落とし棒受け 
（※本図の方向で施工してください。） 

シリンダー付落し棒本体取付ネジ 
M4×8サラ 

落し棒取付ベース取付ネジ 
M5×10ナベ 門扉本体 

（受側下） 

落し棒取付ベース 

Ｇ．Ｌ.

落し棒の操作方法

Ｇ．Ｌ. Ｇ．Ｌ.

引き上げるときは・・・
操作ボタンを押しながら（1）、「カ
チッ」と音がして、落し棒がロック
するまで引き上げます。（2） 

落とすときは・・・
本体を下に押すと、「カチッ」と
音がして、ロックがはずれて降り
ます。（3） 

1

2

3
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7．調整金具の調整方法

A312_201210E

しめる 

調整ボルト 

固定ボルト 

スパナ 
（※1） 

ゆるめる 

内外方向 

間口方向 

固定ボルト 

スパナ 
（※1） 

持ち送り止めビス 

持ち送り止めビス 

1

● 

● 

固定ボルトをゆるめてください。 

2調整ボルトをまわし、間口寸法を決めて
ください。 

3内外寸法を決めたあと、固定ボルトをス
パナで締付けてください。 

4「持ち送りビス」を締めて、持ち送りを固
定してください。 

固定ボルトを締めたまま間口寸法の調整
を行なうと固定ボルトが破損します。 
必ず市販の呼び10スパナを使用してくだ
さい。（※1） 

＜注  意＞

● 内方向に調整の場合は、持ち送り止めビ
スをゆるめてください。 

＜注  意＞

● 必ず市販の呼び10スパナを使用してくだ
さい。（※1） 

＜注  意＞

● 出荷時、「持ち送り止めビス」は仮止めさ
れています。 

＜注  意＞

内外方向

間口方向

調整金具P

調整金具K
＋ 
ー 7.5mm
＋ 
ー 8.5mm

調整範囲

内
外
方
向

間口方向

間口方向 
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取説コード 

 

A312

工事店様へ 
●仕上げ後、本体についているモルタルを完全に拭き取ってください。 

　硬化後拭き取りますと表面を痛めますのでご注意ください。 

●みだりに改造、変更はしないでください。 

 

●ご使用いただきましてありがとうございました。 

KFY572392E 
200208A_1007 
201607F_1049


